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１－1 がん検診受診率の推移
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１ 本市のがん検診について（受診率の推移）

⚫ がん検診の受診率は、熊本地震により平成28年度に大幅に低下。
⚫ 令和2年度の新型コロナの影響による低下も見られたが、個別受診勧奨等の
取組により近年は横ばいまたは上昇傾向にある。

⚫ 令和5年度では、個別検診を開始した肺がん検診の受診率が特に向上。



１－２ 受診率向上の主な取組
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１ 本市のがん検診について（受診率の向上）

開始年度 取組内容

1 H29年度 冬期における大腸がん郵送検診の導入

2 H29年度 受診勧奨の拡充（がんのハイリスク世代等）

3 H30年度 胃がん検診における内視鏡検査導入

4 R1年度 70歳以上のがん検診自己負担金無料化

5 R3年度 胃がんリスク検査の導入

6 R3年度 大腸がん郵送検診の期間拡大(11月～2月⇒10月～3月)

7 R4年度 肺がん検診における個別検診の導入

8 R5年度 乳がん検診受診勧奨の拡充（～50代⇒～60代）　

9 R6年度 乳・子宮頸がん無料クーポン券利用の再勧奨実施



各がん検診の主な受診率向上策について

２肺がん検診：個別検診

３胃がん検診：内視鏡検査

４大腸がん検診：郵送検診

５乳がん・子宮頸がん検診：個別受診勧奨
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２－１ 肺がん個別検診の概要

開始日 令和5年2月1日

検診対象者 年度内に40歳以上になる方

実施医療機関 市内または近隣の医療機関 約130か所

検査内容 胸部エックス線検査（必要に応じて喀痰細胞診）

自己負担金 500円（喀痰細胞診が必要な場合は別途500円）

※70歳以上の方、市民税非課税世帯の方、生活保護受給世帯の方は

証明書の提示で無料

受診方法 実施医療機関へ直接電話予約

4

２ 肺がん検診について（個別検診の概要）

広報ポスター

市政だより4月号折込版



２－２ 受診者数の推移
〇新たに開始した個別検診の受診が伸びたことで、肺がん検診全体の受診者
数増につながっている。
〇セット検診の受診者数は2.4倍に増加。
〇集団検診の受診者数は約30％減少。
※巡回車による集団検診をR5年度から各校区1回の巡回に変更

5

２ 肺がん検診について（個別検診の受診者数）



２－３ 受診者の傾向
〇受診方法（個別検診・集団検診）毎に受診者を分析すると、個別検診初回受診

者が約7割を占め、これまで市の検診を受診していなかった新規の方の受診につ

なげることができた。

〇引き続き、肺がん検診の受診とともに特定健診・胃がん・大腸がん検診等と

セットで受診いただけるよう周知していく。

6

２ 肺がん検診について（個別検診の受診状況）



〇胃がん検診の受診者数を年次比較では平成30年度までは横ばい傾向であったが、胃内

視鏡検査本格導入後の令和元年度以降は増加した。令和2年度はコロナ禍の影響もあり減

少したが、R3年度以降は再び増加傾向に転じている。
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３－１ 胃がん検診における内視鏡検査導入（H30年度～）
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３ 胃がん検診について（内視鏡検査の導入状況）



〇胃がん検診内視鏡検査を開始した平成３０年以降、内視鏡検査の受診者はコロナ禍にあっ

ても、増加を続けており、令和5年度には胃がん検診受診者全体の54.5％を占め、初めてバ

リウム検査（XP）の受診者数を超えた。
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３－２ 胃がん検診内視鏡検査の受診傾向について

8

３ 胃がん検診について（内視鏡検査の受診状況）



３－３ 胃がん検診検査方法別のがん発見者数について
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〇胃がん検診のエックス線検査、内視鏡検査ごとのがんの発見者数を比較すると明らか

に内視鏡検査による受診者数が多い状況にある。
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３ 胃がん検診について（内視鏡検査導入後の状況）



３－４ 胃がん検診によるがん発見者数・早期がん発見率について
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３ 胃がん検診について（内視鏡検査導入後の状況）

〇胃がん検診内視鏡検査を通年開始した令和元年度以降、胃がん発見者数、早期がん発
見数は増加傾向であり、早期がん発見率も高くなっている。

※「早期がん発見数」は「がん発見数」のうち数



３－５ 胃がんリスク検査の概要

開始日：令和３年１０月１日

実施医療機関：市内または近隣の医療機関 約２５0か所

対象者：年度内に40歳～49歳になる方

検査内容：採血による血液検査
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３ 胃がん検診について（胃がんリスク検査）

〇ピロリ菌は、胃潰瘍・十二指腸潰瘍・慢性萎縮性胃炎・胃がんの発生と深い関係のある
菌であり、検査によりピロリ菌の有無を調べることで、胃がんになる危険性を判定する。

受診者数 うち陽性者数
()内は陽性者の割合

令和３年度 ７２９人
１４５人
（19.9％）

令和４年度 ６８４人
１１０人
（16.1％）

令和5年度 1，028人
173人
（16.8％）



４－１ 大腸がん郵送検診の取組について
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新規受診者増
（個別勧奨はがき送付）

受診者数確保
（前年受診者へのキット送付）

受診率向上

40・50・60歳の市民への受診勧奨により検
診未受診者を新規受診につなげ、翌年度に
前年度受診者にキットを自動送付することで
継続受診を促します

（R3約2,800人、R4約4,000人、R5約４，５００人）

４ 大腸がん検診について（郵送検診の導入状況）

H29年度 大腸がん郵送検診開始

H30年度 回覧版（約3万枚）による広報（～R1まで）

Ｒ2年度 40・50・60歳の市民への個別受診勧奨（R5約29,000人）

Ｒ3年度～ 前年度に郵送検診を受診者した方へキット送付
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４－２ がん検診受診者数の内訳

13

４ 大腸がん検診について（郵送検診導入後の状況）

〇大腸がん検診全体の受診者数については、コロナによる受診控えもありR2年度に

いったん減少したものの、自宅にいながら検査できる郵送検診は コロナ禍においても

順調に増加しており、R5年度は開始年度（H29年度）の約5倍にあたる4,695名が受

診した。



〇大腸がん検診全体で見ると、比較的若い40・50代の受診者は全体の25％にとどまる

が、郵送検診では約半数を占め、働き盛り・子育て世代の受診につながっている。また、アン

ケート（※）によると郵送検診受診者のうち約半数は、前年度申込者に自動送付された検査

キットにより受診したと回答している。
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４－３ 郵送検診の受診傾向について
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※R5年度郵送検診受診者へのアンケート

４ 大腸がん検診について（郵送検診導入後の状況）



４－４ 大腸がん検診におけるがん発見率について
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〇大腸がんの発見数は地震やコロナ禍の影響を受けた年を除き、毎年50件

ほどで推移している。
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４ 大腸がん検診について（郵送検診導入後の状況）
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５－１ 受診勧奨の取組（がん検診ハイリスク者など）（H29年度～）

⚫ 罹患率の高い世代（子宮頸がん：20～30代、乳がん＋子宮頸がん：40～６0代）の女性に

対し受診勧奨圧着はがきで検診内容等を分かりやすく伝える個別受診勧奨を実施

⚫ R６年度から無料クーポン再勧奨を再開

５ 乳がん・子宮頸がん検診について（個別受診勧奨の実施）



５ 乳がん・子宮頸がん検診について（個別受診勧奨の勧奨・再勧奨）
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受診勧奨 前年度末（R6.３月末）

次年度乳がん検診対象者へ受診勧奨を実施

 （子宮頸がん検診もセットで受診するよう案内）

対象者：40～68歳の女性 約75,000人

未受診者への再勧奨 当該年度中
（R6.９月）
当該年度乳・子宮頸ハイリスク対象者受診再勧奨

受診履歴から未受診者を抽出し、再度受診を促す

対象者：42～48歳、52～58歳の女性 約40,000人



５－２ 子宮頸がん・乳がん検診年齢階層別受診者数年次比較
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５ 乳がん・子宮頸がん検診について（個別受診勧奨後の状況）



５－３ 乳がん検診によるがん発見数推移
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出典：地域保健・健康増進事業報告

５ 乳がん・子宮頸がん検診について（個別受診勧奨後の状況）

※「早期がん発見数」は「がん発見数」のうち数



５－４ 子宮頸がん検診によるがん・前がん病変発見数推移
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５ 乳がん・子宮頸がん検診について（個別受診勧奨後の状況）

出典：地域保健・健康増進事業報告

※CIN3・AIS・・・子宮頸がんになる前の状態（前がん病変）。前がん病変の段階で発見し治療すること
により、子宮頸がんへの進行を防ぐことができる。

個別受診勧奨の

実施に伴い、受診

者数が増加傾向

にあるが、受診者

数増に合わせ、が

ん発見数、前がん

病変も増加傾向

にある。

H29年度取組開始



５－５ 乳がんセルフチェックの普及について
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５ 乳がん・子宮頸がん検診について（がんに特化した取組）

〇乳がんは自分で見つけられる可能性のあるがんであり、乳がんの早期発見のためには

月に一度のセルフチェック（自己触診）を習慣づけることが大切である。令和３年度から、

乳がん検診の受診者には、医療機関においてセルフチェックの動画放映、リーフレットの

配布を行い、セルフチェックの啓発を行っている。

受診者に配布するセルフチェックリーフレット

セルフチェック法動画（作成・協力：中京テレビ株式会社）

医療機関における放映の様子



５－６ 子宮頸がん検診動画について
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５ 乳がん・子宮頸がん検診について（がんに特化した取組）

〇子宮頸がんは、20～30歳代女性の罹患率が高いが、初期にはほとんど自覚症状がな

いため2年ごとの定期的な受診が必要である。中外製薬株式会社と熊本市では、熊本市

がん対策企業等連携協定に基づき、子宮頸がんについて専門医の先生方が分かりやす

く解説する動画を作成し、市ホームページやLINE等で周知している。

子宮頸がん検診啓発動画の一部



受診率の更なる向上に向けて
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６ 本市のがん検診について（これまでの取組から見える課題等）

〇肺がん検診・胃がん検診：かかりつけの病院等を市民それぞれの都合に合わせて予約

して受診のできる個別検診については受診率が向上しているが、巡回検診については基

本的に予約不要ではあるものの決められた時間場所での受診となることもあり、受診率

が減少しつつある傾向。

〇大腸がん検診：郵送検診を導入して少しずつ受診率は向上しているものの、今後大幅

な受診率の向上の見込みはない。比較的死亡率の高いがんであるため、受診率を向上さ

せるとともに死亡率を減少させることが必要。

〇乳がん検診：個別勧奨の効果もあり一定程度受診率は向上している。ただし今後さら

に受診率を向上させることについて要検討。

〇子宮頸がん検診：個別勧奨の効果もあり一定程度受診率は向上しているものの、無料

クーポンの利用率も含めて２０代の受診率が比較的低い傾向にあるため、受診率を向上

させることについて要検討。
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